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   背景：阪神.淡路大震災では1人で避難する事が困難な高齢者.障害者の方に、特に多くの犠牲者
　　 　　が出ました。かたや、隣り近所の方達が協力し合い救出.救護を行った地域は、死傷者を
最低限にくい止めた例が報告されています。これには、要援護者を事前に把握し、
救出方法等の対策を講じられていたそうです。当支隊では、先の旗配布時に各戸訪問した
際、災害時に支援を望んでいる方がおられました。弱い立場におかれてる方を災害から
命を守るためにも、早急に地域の皆の協力で要援護者の把握に取り組み、支援策を講じたいと思いますので、皆さんのご協力をお願い致します。
A. 要援護者(災害弱者)
災害時に自力避難困難な方。医療援助を必要とする方。

援護者には個々の特徴があり、その状況を十分認識し、それに応じた対応が必要である
B.災害時,援護者とは
 　　 「高齢の方」

1人暮らし,高齢者世帯, 寝たきり、認知症の方等
　
「心身に障害のある方」

　         *肢体不自由,内部障害,視覚.聴覚.音声.言語障害のある方、　　　　　　　　　

　　          *難病患者等   透析等定期的治療の必要な方

　　　         　 *車椅子,補聴器など補聴器などの補装具を必要とする人

*薬や医療装置が常に必要な方
　「状況によって手助けが必要となる方」
*妊産婦　　*乳幼児　　*外国人　

C要援護者の情報収集方法　
公的機関(町田市及び民生委員)から情報収集には個人情報の管理から厳しい条件
があり期待できない。民生委員は要介護認定者の方に対しては確認のために
訪問している。このような状況から蜂谷戸支隊は要援護者の把握には
「アンケート」と「近隣の方からの情報」の両方から情報活動を行う。
＊アンケートは毎年1回実施-変更箇所を改定する
一次,要援護者情報収集活動 
1.アンケート実施
別紙「防災に関するアンケート]-により実施--大久保さん作成
内容：   *2項：家族構成、要援護者　
　  　 2.一次、アンケート結果の纏め
 　　　 (1)「一次,要援護対象者と援護希望者リストを作成」　
　　　  (2)「住民台帳の作成」-蜂谷戸支隊自治会員
 　   
二次,要援護者情報収集活動
　　　　
1. アンケートで援護を希望した本人と直接面談
参照:G項

　　 (1) )支援方法等に関し相手の具体的な要望と追加情報を収集する。
意思表示が困難な援護者の場合は、その家族の同意を得て行う。
(2)事情から面談を望まない方は書類を渡し別途回答を頂く(選択可)
尚プライバシーに触れる項目に関しては記入しなくともよいものとする。
(3)何故情報が必要となる理由を明確にし、情報の提供をお願いする。 
　　 (4) [要援護者個人台帳作成]
2.近隣の方からの情報収集(アンケートとは別)
(1)近所又自治会班長の協力
「介護保険」の要支援以上で１人暮らしの高齢者。

高齢者のみの世帯←民生委員からの情報
　　　 (2)「一次,要援護対象者と援護希望者リストに追加」　

[要援護者個人台帳に追加]
D.アンケートの調査結果から
	家族構成等に関する住民台帳の作成


	災害時要援護者個人別台帳の作成




　  　 (1)台帳を最新に更新する。

(2)準備段階として、近所情報に6班,７班の家族構成を作成し分析する

(家族.年令.仕事.病気.介護.自冶会員)　

E.要援護者の台帳管理
管理責任者を定め、外へ情報がでることないよう細心の注意が必要。
1.情報管理の責任者
支隊の代表支隊長とし、第三者に情報がみられないように

保管.責任.情報の範囲.情報収集方法等のルールを定め、保護徹底を図る　

　    2.特に引き継ぎ時には厳密な管理が必要       
F [要援護者個人台帳]に登録された要援護者に対し
下記の個人別支援方法を策定する
1環境状況の点検
2.支援方法(避難誘導方法, ,救出に必要な搬出機器等)
3.民生委員と調整
G.要援護者の把握に従事するメンバーの決定　　　

1.要援護者を訪問する　　 把握した要援護者のお宅を訪問。災害時に於ける支援の

　　　                  　 　  必要性の判断、健康.身体状況、避難方法、避難経路や支援者

　　　　　　　　　　　 　　　　の有無の確認を行う

2.支援者を探す　　　 　　災害時に要援護者の安否確認や避難時の介助をしてくれる

　　　　　　　　　　　 　　　 「支持者」を探して協力を求める
    　　　　　　　　　　　　　 日頃から担当する要援護者と連絡を取り、
　　　　　　　　　　　　　　　 災害時の避難方法について確認することが重要である

  3.誰が面接するのか
    　(1)ブロック班の支隊長、班長　(2)自冶会班長　(3)代表支隊長

　　 　(2)男性　女性

　    (3).誰が要援護者と認定するのか

  (4).誰が誰を助けるか　どのようにして（複数人数）
  (5)避難、救出の優先度をつける

H.訓練を行う

　1.救出にリヤカーや｢おんぶ｣による対応ができるように2名の協力メンバー

　　  (1名は若い男性、もう名は比較的外出の少ない近所の男性)

       2.そのための、訓練を実施する救出体制を整備する

I. 要援護者の把握に関する実施計画案

	番号
	　　実施項目
	計画日程
	別紙資料
	その他

	1
	計画案の作成
	2014-1


	1.計画書
2.アンケート案
3.要援護希望者リスト
4.住民台帳
5.要援護者個人台帳
	

	2
	計画案の支隊長会議＆検討
	2014-2


	2/21に資料配布
	

	3
	アンケート案作成　
(大久保案)
	2014-2
	追加、改定？
	

	4
	一次アンケート実施
	2014-3

	
	

	5
	アンケート集計
	2014-4~5

	
	

	6
	要援護希望者との
面談(追加情報)
個人別支援策設定　
	2014-6~7

	
	

	
	
	
	
	


作成者　  　大沢
　　　　　　　   
要援護者の環境の点検(例)　

 1.避難路は車椅子でも通れるのか、放置自電車などの障害物はないか、

 2耳や目の不自由な人達への情報伝達方法はあるか

 3外国人にも分かるように標識ができているか。などを点検すえる

避難誘導方法　　

　　　　
持ち物:最小限

1. 高齢者
*できるだけ複数の人で対応する
*急を要する時は,担架やおぶって安全な場所へ

2.目の不自由な方

*ひじや肩の廻りにつかまってもらい、ゆっくりと誘導する

　　*周囲が混雑している時はベルトなどに(しっかりつかまってもらう)

3.耳が不自由な方

*話しをする時には顔を真直ぐ向け口を大きく動かしゆっくりと話す

　4.肢体の不自由な方へ

*気軽に声お掛け,一人で援助が困難なときは近くの人に協力を求める

　*寝たきりの人や身体不自由(自力で避難出来ない人)  住民の協力で　リヤカーや車椅子

*車椅子は、階段では3～４人で援助する。上がる時は、前向きに、下がる時は後ろ向きに。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　
　　
